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注
（ 1）　ただし、こうした学術用語は、常識的には、いったん命名されれば変更可能なものではなく、後述
する属性に相当すると考える方が適切かもしれない。
（ 2）　本稿での「判断の根拠」は前田（前掲）の規定する「判断の根拠」とは異なり、前件相当部と後件相
当部の間にバックシフトをしないものも含む。また後件相当部の述語は、思考・認識動詞や認識を表す
モダリティ形式が共起するパターンに限定している。
